
　昨年“King of Pop”マイケル・ジャクソン（Michael 
Joseph Jackson　1958年8月29日－2009年6月25日） 
が50歳の若さで永眠しました。彼のすぐれた音楽的才
能と歌唱力、ダンスパフォーマンスにどれだけ多くの人々
が魅了されたことでしょう。
　マイケルはアメリカという白人優位の国においてブラッ
ク・アメリカンとしての誇りを持ち、挑戦し続けました。彼の
音楽が人種間の差異を越えて、みんながひとつになるこ
との「心地よさ」を教えてくれました。愛と希望を私たちに
教えてくれました。
　音楽の世界でスーパースターであったマイケルは同時
に、彼の生涯を通じて、子どもたちの人権救済活動（す
べての子どもが愛される権利、守ら
れる権利、かけがえのない存在だ
と感じられる権利などの主張）を行
い、地球破壊に対する警戒を訴え
続けました。（彼はノーベル平和賞
に2度ノミネートされています。）
　しかしながら彼の純粋で一途な
思いとは裏腹に、彼の成功を妬む
人々、お金に群がる人々によって、
過去2回にわたって性的児童虐待の
容疑で裁判にかけられ、数々のゴシッ
プ報道にまみれ、辛い経験を強いられることとなってしま
いました。（実際のところ、皮膚が白く変化していったのは

白斑病のためでしたし、裁判では最終的にはすべての
容疑で無罪となりました。）
　2001年、英国オックスフォード大学にてマイケルは「家
族と愛」というテーマで特別講演を行いました。彼はス
ピーチの中で「過去のつらい記憶に邪魔されず、未来を
築きたいのです。お互いに許し合い、お互いに助け合
い、そして前へ進みましょう。」と語りかけています。
　マイケルが残したメッセージには弛まない努力、やさし
さ、謙虚さ、そして感謝の心であふれています。彼は男と
か女とか、白人だとか黒人だとか、大人とか子どもとかと
いう前に一人の人間として、大きな愛を持っていました。
　私たちも、一人ひとりが輝いて生きていける社会、互

いにその人権を尊重しつつ責任を分かち合
い、その個性と能力を十分に発揮することが
できる社会、いわゆる男女共同参画社会の実
現をめざして邁進していきたいものです。　
　最後にみなさん、心が渇いたときにはぜひ
マイケルのメッセージに触れてみてください。
きっとなんだかとても救われたような、やさしい
気持ちになれることでしょう。 Fujiko
 Your mind is powerful enough to 
help  you atta in  whatever  you 
want.
（強く願えば、思いは必ずかなえられる）

　by Michael Jackson

 

 

8

DIC565

コラム  どうなる？ 世界で最も輝いた人　～MICHAEL JACKSON～

ちょっと、いいはなし

★昭島駅

あいぽっく

ココ

朝日町
交差点

BK

光華小

至立川

男女共同参画ルーム（おあしす）
昭和町1ー6ー11（昭和町分室2F）

「男女共同参画ルームおあしす」

　平成14年３月16日に「男女共同参画ルームおあしす」がオープンしまし
た。ルーム内には、男女共同参画に関する図書コーナーの他、インター
ネットで情報収集できる情報コーナーが設置されています。
　利用できるのは、登録団体となります。（予約制）詳しくは、企画部企画
政策室（2373）までお問い合わせください。

場　　所 昭和町分室２階
利 用 日 月曜日から金曜日　
   （祝日・年末年始は除く）
利用時間 午前９時30分
 　 ～午後４時30分

　さまざまな悩みを抱えている女性のため
に、女性特有の問題を専門とするフェミニス
トカウンセラーが無料で相談にあたり、一緒
に問題解決の糸口を探します。相談内容に
よっては関係機関へ紹介もします。秘密は厳
守しますので、安心してご相談ください。
相談日 毎週水曜日午後１時～４時
 （祝日・年末年始は除く）
相談時間 一人50分まで
場　　所 市役所３階　応接室
相談方法 電話または面接
利用方法 予約制　TEL 544-5130

女性悩みごと相談
（予約制）

「世界で最も輝いた人 ～MICHAEL  JACKSON～」
男と女が共に歩むための情報誌 

2010.10

一人ひとりがいきいきと輝くために

いい人間関係を続けるためのコミュニケーション術
BOOK GUIDE

特集 

『アリーテ姫の冒険』

Hi, あきしま　第30号　2010年10月20日発行　　編集　『Hi, あきしま』編集委員会　　発行　昭島市企画部企画政策室
TEL　042（544）5111（内線2373）　　FAX　042（546）5496
編集委員　兼本　富士子・原　幸子・渡邉　啓子

『「格差」の戦後史』

この印刷物は古紙 
を利用しています 

 ●

30

　 ～男女共同参画社会の実現に向けて～
　 　男女共同参画講演会より
男女共同参画プラン　市民意見交換会

ど う
な
る
？コラム
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今年度新しく購入した本です。

男女共同参画ルーム「おあしす」

にあります。

童話の世界に賢いヒロインが登場!

『アリーテ姫の冒険』

ダイアナ・コールス作　ロス・アスクィス 絵
グループ　ウィメンズ・プレイス 訳

学陽書房　1989年12月

『「格差」の戦後史』

橋本健二 著
河出書房新社　2009年10月

原題”The Clever Princess”が意味するようにこの
物語の主人公は「賢いお姫さま」である。
本を読むのが大好きで、裁縫や絵を描くのも上手なア

リーテ姫は知識を備えた賢い女性へと成長した。姫が賢
いことを知り驚いた王さまは「まさかそんなはずはない。だ
がもしそうだとしたら嫁のもらいてがない」と頭を抱え、宝
石と交換し魔法使いと結婚させた。魔法使いは姫に三つ
の難題を次々与えるが、姫は持ち前の賢さと勇気で解決
する。物語には三回願いが叶う魔法の指輪が登場する
が、それを姫は難問を解決するためや逃げ出すためでは
なく、閉じ込められた地下室での生活を楽しむために使
う。
作品が生まれた背景として、子どもたちに広く読み継が
れている『シンデレラ姫』や『眠れる森の美女』などに登場
するお姫さま像にある。それは美しい姫が困難に陥ると、
若くハンサムな王子が現れ助け出してくれて、２人は結ば
れ幸せになるという筋書きのお姫さま像である。そのような
物語を読んで育った子どもたちには、自然と男女の在り
方・ジェンダーが刷り込まれ根づく。従来の童話の世界に
はない知恵を働かせ、勇気あるアリーテ姫が自力で問題
を解決する姿は、まさしく新たなる冒険物語の始まりであ
る。それがフェミニスト童話の一冊といわれているゆえん
であろう。
子どもから大人まで日々の暮らしで問題が生じた時、ど
のように対処し解決したらよいか、また生きていくために本
当に必要なものは何かを教えてくれる物語である。

格差の背後に潜む階級構造

　著者は「格差はけっして新しい問題ではなく、いつの時
代も存在し、経済状況や政策により変化するが、その背後
には階級構造という社会の骨格を認識せねばならない」と
主張する。日本の戦後を七つの時期に区分し、格差と階級
構造の歴史的変遷を象徴する事件や出来事で参照し、論
じている。その際には、『経済白書』『国民生活基礎調査』
など各種資料を駆使し検証している。
　貧しさからの出発である敗戦から、1950年は戦後改革
により格差は縮小したが、1950年代では経済復興に伴い
拡大する。1960年代は、高度経済成長とともに賃金格差は
縮小する。しかし、女性非正規雇用者の増加や後の格差
拡大の要因が形成されつつある。1970年代は「一億総中
流」の始まりで、農民層と小零細企業労働者以外の中規模
以上に従事する企業労働者は、貧困を脱する。1980年代
は格差拡大の始まりで、バブル期に雇用は拡大したが、非
正規雇用者が多く、女性のみならず男性も増加する。1990
年代には、企業倒産と雇用の喪失により格差拡大が本格
化する。2000年代になると非正規雇用が拡大し、その極端
な低賃金、家族形成と次世代の再生産の困難な階級が出
現する。その数約800万人、もはや少数者ではなく日本の階
級構造の主要な構成要素で、新しい階級社会が形成され
始める。
　本書の最後で著者は「格差について語ることは、政治に
ついて語ること」「さまざまな制度や政策がどのように格差
に影響するのか」「どのような制度や政策を選択すべきなの
か」と私たちに問いかけている。

̶階級社会 日本の履歴書̶

尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
人
ひ
と
り

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
い
う
の
は
、「
一
人

ひ
と
り
が
輝
く
社
会
」
で
あ
り
、「
一
人
ひ
と
り
」

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
で
す
。
そ
の
「
一
人
ひ
と

り
」
を
考
え
る
と
き
に
、
自
分
と
同
じ
状
況
に

あ
る
人
だ
け
で
は
な
く
異
な
っ
た
状
況
に
あ
る

「
一
人
ひ
と
り
」
を
ど
れ
だ
け
具
体
的
に
イ
メ
ー

ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
大
事
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
勉
強
を
し
た
り
、
本
や
メ

デ
ィ
ア
等
の
情
報
に
触
れ
た
り
、
街
に
出
て
い

ろ
い
ろ
な
人
と
触
れ
合
う
こ
と
が
大
事
で
す
。

そ
れ
は
、
私
が
大
学
で
教
え
て
い
て
も
強
く
思

う
こ
と
で
す
。
ご
く
身
近
な
人
の
こ
と
し
か
考

え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

参
加
と
参
画

　「
参
画
」
と
は
、
そ
の
場
に
た
だ
い
る
だ
け

で
は
な
く
、
方
針
を
決
定
し
た
り
、
物
事
を
決

め
る
と
き
に
重
要
な
影
響
力
を
持
っ
て
行
使
で

き
る
よ
う
な
在
り
方
を
示
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
が
参
加
し
て
い
る
様
々
な
活
動
に
お
い
て

も
、
女
性
が
「
参
加
」
を
し
て
い
て
も
、
意
思

決
定
・
方
針
決
定
に
は
力
を
あ
ま
り
強
く
及
ぼ

し
て
い
な
い
と
い
う
集
ま
り
が
た
く
さ
ん
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
い
ろ
い
ろ
な
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
（
少
数
派
）
の
人
が
２
割
は
い
な
い
と

そ
の
存
在
感
が
感
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
研
究
が

あ
り
ま
す
。
女
性
に
限
り
ま
せ
ん
が
、
少
数
派

が
２
割
に
な
る
と
目
立
っ
て
き
て
、
こ
の
人
た

ち
の
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
と
い
う
こ
と
に
な

る
そ
う
で
す
。
そ
し
て
実
質
的
な
影
響
力
を
持

つ
に
は
、
最
低
３
割
は
必
要
で
す
。

　
日
本
の
政
府
も
「
参
画
」
を
進
め
る
た
め
に
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
、
あ
ら
ゆ
る
場
に
女
性
の

参
画
、
リ
ー
ダ
ー
的
・
指
導
的
な
位
置
に
い
る

女
性
を
30
％
に
す
る
と
い
う
目
標
を
立
て
て
い

ま
す
。

﹁
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
﹂

︵
１
９
９
９
年
︶
の
意
味

　
日
本
国
憲
法
は
す
ぐ
れ
た
憲
法
で
、
男
女
同

権
に
関
し
て
は
、「
女
性
が
性
に
よ
っ
て
差
別

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
実
際
に
は
女
性
に
と
っ
て
不
利
な
状
況
は

大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
認
識
さ

れ
、
理
念
は
あ
っ
て
も
現
実
が
変
わ
っ
て
い
な

い
日
本
社
会
を
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
で
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
が
、

１
９
９
９
年
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
の
前
文
に

は
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
は
、
21
世

紀
の
日
本
社
会
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
」
と
書

い
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
認
識
は
重
要
で
す
。

　
し
か
し
、
日
本
の
根
本
的
な
シ
ス
テ
ム
を
変

え
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
。
本

気
で
こ
れ
を
実
現
す
る
の
は
そ
れ
ほ
ど
楽
な
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大山七穂・国広陽子著　東海大学出版会
2010年4月　

　女性議員へのインタビュー調査やアンケー
ト調査に基づき、女性が抱える問題をジェン
ダーの視点で問い直した実証的な本。「女性
と政治」の実情についても政治参画や社会参
画との関りのなかで概説している。

『地域社会における女性と政治』

一人ひとりがいきいきと輝くために　～男女共同参画社会の実現に向けて～特集

一人ひとりがいきいきと輝くために
～男女共同参画社会の実現に向けて～
講師　国広　陽子さん（東京女子大学　現代教養学部　人間科学科教授）

男女共同参画講演会より

一人ひとりがいきいきと輝くためには、「男女共同参画」は理想ではなく、「当然のことである」
という視点が必要なのではないでしょうか・・・。

集
特
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育児・介護休業法が改正されました！

誰
の
意
見
が
尊
重
さ
れ
て
い
な
い
か
、

方
針
決
定
の
場
に
い
な
い
の
は
誰
か

　
国
会
な
ど
の
議
会
だ
け
で
な
く
、
自
治
会
長

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
リ
ー
ダ
ー
が
女
性

か
ど
う
か
も
重
要
で
す
。
日
頃
の
活
動
を
す
る

の
は
女
性
、
し
か
し
会
長
は
男
性
と
い
う
ケ
ー

ス
が
多
い
で
す
。
な
ぜ
日
頃
の
活
動
を
行
っ
て

い
る
人
が
会
長
に
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
か
な
り
根
が
深
い
大
き
な
問
題
で
す
。

　「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
で
は
国
民

の
義
務
や
責
任
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
ま
す
。

参
画
す
る
と
い
う
の
は
、
方
針
を
決
め
る
こ
と

に
加
わ
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
そ
の
結
果

に
あ
る
程
度
責
任
を
持
つ
こ
と
に
つ
な
が
り
、

「
責
任
も
持
ち
合
い
、
義
務
も
持
ち
合
い
、
一

人
ひ
と
り
が
作
る
社
会
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
な
の
に
、
も
し
男
性
よ
り
も
女
性
の
方

が
「
な
る
べ
く
な
ら
責
任
を
取
り
た
く
な
い
、

責
任
を
取
る
の
は
怖
い
、
力
を
持
つ
と
責
任
を

持
た
な
く
て
は
い
け
な
い
か
ら
、
力
を
持
ち
た

く
な
い
」
と
、
物
事
の
決
定
に
関
し
て
後
ろ
向

き
の
姿
勢
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
し
た

ら
、
そ
れ
は
変
え
な
く
て
は
い
け
な
い
で
す
ね
。

　
方
針
決
定
の
場
に
い
て
、
発
言
し
な
い
と
意

見
は
尊
重
さ
れ
に
く
い
の
で
す
。

女
子
差
別
撤
廃
条
約
と
日
本

　
男
女
共
同
参
画
の
実
現
を
国
連
で
条
約
と
し

て
定
め
て
い
る
の
が
「
女
子
差
別
撤
廃
条
約
」

で
す
。
１
９
７
９
年
に
採
択
さ
れ
た
国
連
の
国

際
条
約
で
、
そ
れ
を
批
准
す
る
国
は
そ
の
条
約

に
照
ら
し
て
自
分
の
国
の
国
内
法
を
見
直
す
こ

と
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
日
本
が
批
准
し
た
の
は
、
１
９
８
５
年
で
す
。

条
約
に
違
反
す
る
国
内
法
を
持
っ
て
い
る
と
矛

盾
す
る
た
め
、
批
准
で
き
な
い
の
で
す
。
日
本
に

は
女
性
に
不
利
な
「
国
籍
法
」
が
あ
り
、
ま
た
労

働
面
で
の
性
差
別
を
禁
止
す
る
法
が
な
か
っ
た
た

め
、
す
ぐ
に
は
批
准
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　「
女
子
差
別
撤
廃
条
約
」
を
批
准
し
た
国
は
、

条
約
を
批
准
し
て
１
年
後
に
国
連
に
対
し
て
、

自
分
の
国
で
の
取
り
組
み
を
報
告
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
そ
の
後
は
、
４
年
ご
と
ぐ
ら

い
に
政
府
が
国
連
に
報
告
を
す
る
の
で
す
が
、

マ
ス
コ
ミ
報
道
が
少
な
い
た
め
、
実
際
に
、
ど

う
い
う
審
査
を
さ
れ
、
ど
う
い
う
勧
告
を
受
け

て
い
る
か
知
ら
な
い
人
も
多
い
で
す
よ
ね
。

日
本
の
取
り
組
み

　
市
民
一
人
ひ
と
り
の
抱
え
て
い
る
問
題
が

も
っ
と
政
策
決
定
の
場
に
映
し
出
さ
れ
る
よ
う

な
仕
組
み
、
市
民
の
活
動
と
そ
れ
を
十
分
に
尊

重
す
る
よ
う
な
政
府
あ
る
い
は
行
政
の
在
り
方

に
よ
っ
て
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
は
実
現

し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　「
昭
島
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
は
、
昭

島
市
の
取
り
組
み
計
画
で
す
。
例
え
ば
夏
休
み

に
、
子
ど
も
た
ち
が
「
ど
う
や
っ
て
勉
強
を
し

よ
う
か
」
と
計
画
を
立
て
実
行
す
る
の
と
同
じ

よ
う
に
、
そ
の
実
行
の
さ
れ
方
は
市
民
一
人
ひ

と
り
に
強
い
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
単

に
机
上
の
も
の
で
終
わ
ら
せ
て
は
だ
め
で
す
。

行
政
は
、
や
る
気
を
示
し
、
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
。
一
方
市
民
は
、
そ
の
内
容
を
吟
味
し
、

ど
う
実
行
さ
れ
て
い
る
か
を
き
ち
ん
と
監
視
し

て
い
く
役
割
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

（1）①子育て中の短時間勤務制度及び②所定外労働（残業）の免除の義務化
 ★3歳までの子を養育する労働者が希望すれば利用できる短時間勤務制度（１日６時間）を設けることが事業主の義務

になります。
 ★3歳までの子を養育する労働者は、請求すれば所定外労働（残業）が免除されます。
（2）子の看護休暇制度の拡充
 休暇の取得可能日数が、小学校就学前の子が一人であれば年５日、２人以上であれば年１０日になります。
（3）父親の育児休業の取得促進
 ①パパ・ママ育休プラス（父母ともに育児休業を取得する場合の休業可能期間の延長）
 　母（父）だけでなく父（母）も育児休業を取得する場合、休業可能期間が１歳２か月に達するまで（２か月分は父（母）の

プラス分）に延長されます。
 　　※父の場合、育児休業期間の上限は１年間。母の場合、産後休業期間と育児休業期間を合わせて１年間
 ②出産後８週間以内の父親の育児休業取得の促進
 　配偶者の出産後８週間以内の期間内に、父親が育児休業を取得した場合には、特別な事情がなくても、再度の取得が

可能となります。
 ③労使協定による専業主婦（夫）除外規定の廃止
（4）介護休暇の新設
（5）法の実効性の確保
 ①苦情処理・紛争解決の援助及び調停の仕組みの創設
 ②勧告に従わない場合の公表制度及び報告を求めた場合に報告をせず、又は虚偽の報告をした者に対する過料の創設
施行日
　○改正法の施行日は、「平成22年６月30日」
　○ただし、（５）のうち、調停については、「平成22年４月１日」、その他については「平成21年９月30日」

詳しくは、東京労働局ホームページ  http://www.roudoukyoku.go.jpへ

対
等
な
関
係

　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
に
訪
れ
る
相
談

者
の
８
割
以
上
が
人
間
関
係
の
相
談
で
、
な

か
で
も
男
女
関
係
の
相
談
が
一
番
多
い
で
す
。

相
談
内
容
は
離
婚
、
浮
気
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
原
因
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
い
っ
て
い

な
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
三
十
年
で
夫

婦
も
親
子
も
対
等
の
関
係
が
求
め
ら
れ
る
時

代
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
多
く
の
人
が
、

ど
う
対
等
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
た
ら

よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
で
い
ま
す
。

い
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
例
え
ば
、
昭
夫
さ
ん
と
昭
子
さ
ん
ご
夫
婦

の
と
あ
る
休
日
の
様
子
か
ら
、「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
一
例
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
昭
夫
さ
ん
は
休
日
と
な
る
と
い
つ
も
ゴ
ロ

ゴ
ロ
し
て
い
る
の
で
、
昭
子
さ
ん
は
自
分
ば

か
り
が
家
事

や
雑
事
を
し

て
い
る
こ
と

に
イ
ラ
イ
ラ

が
募
り
、
つ

い
会
話
１
の

よ
う
に
口
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
お
互
い
が

こ
う
言
い
た
く
な
る
の
は
分
か
り
ま
す
が
、

こ
れ
で
は
お
互
い
に
三
つ
の
要
素
（
図
１
）

に
欠
け
て
い
て
、
二
人
の
関
係
が
悪
化
し
て

し
ま
う
リ
ス
ク
が
高
い
で
す
よ
ね
。

リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ

　
そ
れ
で
は
、
次
の
よ
う
に
言
い
換
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
昭
子
さ
ん
は
、
ま
ず
昭
夫
さ
ん
が
な
ぜ
ゴ

ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
の
か
を
思
い
、
や
さ
し
い

言
葉
を
か
け
て
み
よ
う
と
考
え
、
一
方
、
昭

夫
さ
ん
の
方
で
も
昭
子
さ
ん
が
ど
う
し
て
そ

の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
た
の
か
、
何
を
望
ん

で
い
る
の
か
を
考
え
て
み
ま
す
。
昭
子
さ
ん

も
自
分
と
同
様
疲
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
、
何
か
手
伝
っ
て
欲
し
い
の
か
な
と
考
え

て
み
る
の
で
す
。
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
昭
夫

さ
ん
に
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
昭
子
さ
ん
の
状

況
は
同
じ
で
す
が
、
会
話
２
の
内
容
は
ぜ
ん

ぜ
ん
違
っ
て
い
ま
す
ね
。
お
互
い
が
ま
ず
相

手
の
現
状
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
受
け
容
れ
る
こ

と
が
大
切
な
の
で
す
。

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ

　
多
く
の
場
合
、
昭
子
さ
ん
の
よ
う
に
「
ど

う
し
て
私
ば
か
り
」
と
不
平
不
満
を
自
分
の

中
に
た
め
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
相
手
に

自
分
の
主
張
を
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
不
満
は
た
め
ず
、
は
っ
き
り
と

意
思
表
示
を
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
ま
ず

相
手
を
思
い
や
り
、「
疲
れ
て
い
る
の
？
」
と

現
状
を
受
け
容
れ
た
上
で
、「
悪
い
け
ど
、

○
○
を
手
伝
っ
て
も
ら
え
る
？
」
と
は
っ
き

り
と
分
か
り
や
す
く
言
う
こ
と
で
す
。 

人
は

頼
ら
れ
る
と
案
外
嬉
し
い
も
の
な
の
で
す
。

互
い
に
相
手
か
ら
必
要
と
さ
れ
て
い
る
存
在

だ
と
思
え
る
こ
と
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
関

係
を
末
永
く
円
満
に
保
つ
秘
訣
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

コ
ー
チ
ン
グ

　
今
は
「
そ
れ
ぞ
れ
が
違
っ
て
い
い
」
と
い

う
時
代
。
な
ん
で
も
自
分
と
同
じ
よ
う
に
相

手
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、
相
手
と
自
分
は

違
う
の
が
当
た
り
前
。
そ
の
違
い
を
受
け
容

れ
、
お
互
い
の
得
意
、
不
得
意
分
野
を
認
め

た
上
で
、
不
得
意
な
も
の
は
得
意
な
方
が
カ

バ
ー
す
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
互
い
の
役
割

分
担
を
決
め
る
の
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

環
境
づ
く
り

　
最
近
は
近
所
付
き
合
い
も
な
く
な
り
、
夫

婦
喧
嘩
を
仲
裁
し
て
く
れ
る
お
節
介
な
隣
人

も
い
ま
せ
ん
。
個
人
主
義
が
尊
重
さ
れ
煩
わ

し
さ
も
な
く
な
っ
た
反
面
、
自
ら
周
囲
に
心

を
開
け
ず
、
悩
み
を
一
人
で
抱
え
孤
独
に
陥

り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
信
頼
で
き
る
冷
静
な
第
三
者
に
相
談
で
き

る
環
境
を
作
る
こ
と
も
、
い
い
人
間
関
係
を

保
つ
の
に
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

坂田雅彦さん（昭島市在住）
坂田法務行政書士事務所　行政書士会立川支部理事
つ北小地区・いきいき楽習協議会 副会長
平成15～16年度　つつじが丘北小学校PTA会長

NPO 法人「ライブリー」理事長　カウンセリングルーム立川　主
任心理カウンセラー　坂田雅彦さんに、「いい人間関係」を保つた
めの秘訣を伺いました。

「お互いの違いや長所短所を認め合い、常に相手に感謝の気持ちを忘れな
いことが、人としての真の対等な関係を築けるのではないでしょうか。」

いい人間関係をつづけるための
コミュニケーション術

一人ひとりがいきいきと輝くために　～男女共同参画社会の実現に向けて～特集

ちょっと、いいはなし

アサーティブ
（相手の意見を
よく聞き、思って
いることを伝える）

リフレーミング
（ポジティブに
受けとめる）

いいコミュニケーションの
三大要素

　　昭子「いつも
ゴロゴロばかりして。
いい加減にしてよね」

昭夫
「うるせーな！」

昭子
「疲れているみたい
だけど、だい
　　じょうぶ？」

「うん。何か手伝って

欲しいことある？」

昭夫

コーチング
（相手の選択を
受け容れる）

図 1

会話 1

会話 2
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向
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施
策

男女共同参画プラン（案）についての市民意見交換会が開催されました！！

計画の推進

❸

働く場における男女共同参画
とワーク・ライフ・バランス
（仕事と生活の調和）の

推進

Ⅲ

男女平等教育・
学習の推進

❸

DIC565

藤原千賀著　角川学芸出版　2003年3月

　女性と労働の問題について、統計資料
を基に分析し解決の糸口を探っている。
最後に著者はジェンダーの視点で社会の
仕組みを見直すことにより、女性も男性
も暮らしやすい社会を築くことができる
のではないかと語っている。

『ワーキング・ウーマンの現状』

男女共同参画プラン　市民意見交換会特集 男女共同参画プラン　市民意見交換会特集

人
権
意
識
の
育
成

多
文
化
共
生
社
会
の
場
で
の
男
女
共
同
参
画

の
推
進

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
啓
発

メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
男
女
平
等
意
識
の
形
成

関
係
機
関
と
の
連
携
と
相
談
体
制
の
充
実

互
い
の
性
の
尊
重

性
差
や
年
代
に
応
じ
た
健
康
支
援

働
く
場
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

女
性
の
就
業
支
援

子
育
て
・
家
事
支
援

政
策
・
方
針
決
定
参
画
の
拡
大

人
材
育
成
と
活
用
の
促
進

地
域
活
動
へ
の
男
女
共
同
参
画

国
際
的
取
り
組
み
と
の
協
調

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
計
画
の
推
進

幼
稚
園
・
保
育
園
の
場
に
お
け
る
男
女
平
等

教
育
・
学
習
の
推
進

学
校
教
育
の
場
に
お
け
る
男
女
平
等
教
育
・

学
習
の
推
進

家
庭
・
地
域
・
社
会
に
お
け
る
男
女
平
等
教
育
・

学
習
の
推
進

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
防
止
の
た
め
の
意
識

啓
発
・
情
報
提
供

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の

取
り
組
み

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
な
ど
に
よ
る
被
害
者

の
安
全
確
保
と
自
立
支
援

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス（
仕
事
と
生
活

の
調
和
）を
実
現
す
る
た
め
の
支
援

高
齢
者
・
障
害
者
等
の
介
護
を
担
う
男
女
へ

の
支
援

庁
内
推
進
体
制
の
充
実
及
び
関
係
機
関
と
の

連
携

人権の尊重

男女平等の意識形成

男女があらゆる分野に自らの
意思で参画する社会づくり

市民と行政との協働

現在の「男女共同
参画ルームおあ
しす」の機能を拡
充し、「男女共同
参画センター」の
設置を検討して
欲しい。

子育て中の人も
参画できるよう
に、審議会等に保
育を設置して欲
しい。

「健康支援」とい
うと体だけと捉
えがちなので、
「こころとからだ
の健康支援」とし
て「こころ」に対
する支援も進め
て欲しい。

人権の尊重と
男女平等意識を育む
社会づくり

Ⅰ
配偶者等からの暴力の
防止及び被害者支援と
男女の健康支援

Ⅱ
男女共同参画の

総合的推進

Ⅳ

人権が尊重され
る社会づくり

男女平等意識
の醸成

地域社会への
男女の参画

政策・方針決定
過程への男女の
参画

仕事と家庭生活
の両立支援

働く男女の就労
環境の整備

生涯を通じた
男女の健康支援配偶者等からの

暴力などによる
被害者への
支援体制の確立

あらゆる暴力
の防止

❶

❷

❶
❷

❸ ❶

❷
❶ ❷

⑴ ⑵⑵ ⑴ ⑵ ⑴ ⑵ ⑴ ⑵ ⑴ ⑵ ⑴ ⑵⑶ ⑴ ⑵ ⑴ ⑵ ⑴ ⑵ ⑴ ⑵ ⑴ ⑵⑶

基本理念

平成15年1月に
「男女共同参画都
市宣言」をしてい
ることから、引き
続き「男女共同参
画条例」の設置に
向けて検討して
欲しい。

　昭島市では、平成23年度からの 「昭島市男女共同参画プラン」 について、 「昭島市男女共同参画プラン審議会」 を開催し、策
定に向けての審議を行っています。審議会は、会長の武蔵野大学教授藤原さん副会長の大妻女子大学准教授柴田さんをはじめ
とする学識経験者4名、関係市民団体より4名、公募市民委員4名、女性8名男性4名の計12名の委員で構成されています。
　第2部では、審議会の会長と副会長より、 「昭島市男女共同参画プラン（案）」 の概要が説明され、その後 「市民意見交換会」 が
開催されました。
　現在 「昭島市男女共同参画審議会」 で検討されている新プランの体系図の案と、 「市民意見交換会」 において寄せられたご
意見の一部を紹介します。
　「市民意見交換会」 で寄せられた意見については、今後の審議会において検討し、プランに反映していきます。基本理念の前文

に、「女子差別撤廃
条約」という言葉
を入れて欲しい。
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の
男
女
共
同
参
画

国
際
的
取
り
組
み
と
の
協
調

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
計
画
の
推
進

幼
稚
園
・
保
育
園
の
場
に
お
け
る
男
女
平
等

教
育
・
学
習
の
推
進

学
校
教
育
の
場
に
お
け
る
男
女
平
等
教
育
・

学
習
の
推
進

家
庭
・
地
域
・
社
会
に
お
け
る
男
女
平
等
教
育
・

学
習
の
推
進

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
防
止
の
た
め
の
意
識

啓
発
・
情
報
提
供

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の

取
り
組
み

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
な
ど
に
よ
る
被
害
者

の
安
全
確
保
と
自
立
支
援

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス（
仕
事
と
生
活

の
調
和
）を
実
現
す
る
た
め
の
支
援

高
齢
者
・
障
害
者
等
の
介
護
を
担
う
男
女
へ

の
支
援

庁
内
推
進
体
制
の
充
実
及
び
関
係
機
関
と
の

連
携

人権の尊重

男女平等の意識形成

男女があらゆる分野に自らの
意思で参画する社会づくり

市民と行政との協働

現在の「男女共同
参画ルームおあ
しす」の機能を拡
充し、「男女共同
参画センター」の
設置を検討して
欲しい。

子育て中の人も
参画できるよう
に、審議会等に保
育を設置して欲
しい。

「健康支援」とい
うと体だけと捉
えがちなので、
「こころとからだ
の健康支援」とし
て「こころ」に対
する支援も進め
て欲しい。

人権の尊重と
男女平等意識を育む
社会づくり

Ⅰ
配偶者等からの暴力の
防止及び被害者支援と
男女の健康支援

Ⅱ
男女共同参画の

総合的推進

Ⅳ

人権が尊重され
る社会づくり

男女平等意識
の醸成

地域社会への
男女の参画

政策・方針決定
過程への男女の
参画

仕事と家庭生活
の両立支援

働く男女の就労
環境の整備

生涯を通じた
男女の健康支援配偶者等からの

暴力などによる
被害者への
支援体制の確立

あらゆる暴力
の防止

❶

❷

❶
❷

❸ ❶

❷
❶ ❷

⑴ ⑵⑵ ⑴ ⑵ ⑴ ⑵ ⑴ ⑵ ⑴ ⑵ ⑴ ⑵⑶ ⑴ ⑵ ⑴ ⑵ ⑴ ⑵ ⑴ ⑵ ⑴ ⑵⑶

基本理念

平成15年1月に
「男女共同参画都
市宣言」をしてい
ることから、引き
続き「男女共同参
画条例」の設置に
向けて検討して
欲しい。

　昭島市では、平成23年度からの 「昭島市男女共同参画プラン」 について、 「昭島市男女共同参画プラン審議会」 を開催し、策
定に向けての審議を行っています。審議会は、会長の武蔵野大学教授藤原さん副会長の大妻女子大学准教授柴田さんをはじめ
とする学識経験者4名、関係市民団体より4名、公募市民委員4名、女性8名男性4名の計12名の委員で構成されています。
　第2部では、審議会の会長と副会長より、 「昭島市男女共同参画プラン（案）」 の概要が説明され、その後 「市民意見交換会」 が
開催されました。
　現在 「昭島市男女共同参画審議会」 で検討されている新プランの体系図の案と、 「市民意見交換会」 において寄せられたご
意見の一部を紹介します。
　「市民意見交換会」 で寄せられた意見については、今後の審議会において検討し、プランに反映していきます。基本理念の前文

に、「女子差別撤廃
条約」という言葉
を入れて欲しい。
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DIC565

育児・介護休業法が改正されました！

誰
の
意
見
が
尊
重
さ
れ
て
い
な
い
か
、

方
針
決
定
の
場
に
い
な
い
の
は
誰
か

　
国
会
な
ど
の
議
会
だ
け
で
な
く
、
自
治
会
長

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
リ
ー
ダ
ー
が
女
性

か
ど
う
か
も
重
要
で
す
。
日
頃
の
活
動
を
す
る

の
は
女
性
、
し
か
し
会
長
は
男
性
と
い
う
ケ
ー

ス
が
多
い
で
す
。
な
ぜ
日
頃
の
活
動
を
行
っ
て

い
る
人
が
会
長
に
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
か
な
り
根
が
深
い
大
き
な
問
題
で
す
。

　「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
で
は
国
民

の
義
務
や
責
任
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
ま
す
。

参
画
す
る
と
い
う
の
は
、
方
針
を
決
め
る
こ
と

に
加
わ
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
そ
の
結
果

に
あ
る
程
度
責
任
を
持
つ
こ
と
に
つ
な
が
り
、

「
責
任
も
持
ち
合
い
、
義
務
も
持
ち
合
い
、
一

人
ひ
と
り
が
作
る
社
会
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
な
の
に
、
も
し
男
性
よ
り
も
女
性
の
方

が
「
な
る
べ
く
な
ら
責
任
を
取
り
た
く
な
い
、

責
任
を
取
る
の
は
怖
い
、
力
を
持
つ
と
責
任
を

持
た
な
く
て
は
い
け
な
い
か
ら
、
力
を
持
ち
た

く
な
い
」
と
、
物
事
の
決
定
に
関
し
て
後
ろ
向

き
の
姿
勢
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
し
た

ら
、
そ
れ
は
変
え
な
く
て
は
い
け
な
い
で
す
ね
。

　
方
針
決
定
の
場
に
い
て
、
発
言
し
な
い
と
意

見
は
尊
重
さ
れ
に
く
い
の
で
す
。

女
子
差
別
撤
廃
条
約
と
日
本

　
男
女
共
同
参
画
の
実
現
を
国
連
で
条
約
と
し

て
定
め
て
い
る
の
が
「
女
子
差
別
撤
廃
条
約
」

で
す
。
１
９
７
９
年
に
採
択
さ
れ
た
国
連
の
国

際
条
約
で
、
そ
れ
を
批
准
す
る
国
は
そ
の
条
約

に
照
ら
し
て
自
分
の
国
の
国
内
法
を
見
直
す
こ

と
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
日
本
が
批
准
し
た
の
は
、
１
９
８
５
年
で
す
。

条
約
に
違
反
す
る
国
内
法
を
持
っ
て
い
る
と
矛

盾
す
る
た
め
、
批
准
で
き
な
い
の
で
す
。
日
本
に

は
女
性
に
不
利
な
「
国
籍
法
」
が
あ
り
、
ま
た
労

働
面
で
の
性
差
別
を
禁
止
す
る
法
が
な
か
っ
た
た

め
、
す
ぐ
に
は
批
准
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　「
女
子
差
別
撤
廃
条
約
」
を
批
准
し
た
国
は
、

条
約
を
批
准
し
て
１
年
後
に
国
連
に
対
し
て
、

自
分
の
国
で
の
取
り
組
み
を
報
告
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
そ
の
後
は
、
４
年
ご
と
ぐ
ら

い
に
政
府
が
国
連
に
報
告
を
す
る
の
で
す
が
、

マ
ス
コ
ミ
報
道
が
少
な
い
た
め
、
実
際
に
、
ど

う
い
う
審
査
を
さ
れ
、
ど
う
い
う
勧
告
を
受
け

て
い
る
か
知
ら
な
い
人
も
多
い
で
す
よ
ね
。

日
本
の
取
り
組
み

　
市
民
一
人
ひ
と
り
の
抱
え
て
い
る
問
題
が

も
っ
と
政
策
決
定
の
場
に
映
し
出
さ
れ
る
よ
う

な
仕
組
み
、
市
民
の
活
動
と
そ
れ
を
十
分
に
尊

重
す
る
よ
う
な
政
府
あ
る
い
は
行
政
の
在
り
方

に
よ
っ
て
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
は
実
現

し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　「
昭
島
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
は
、
昭

島
市
の
取
り
組
み
計
画
で
す
。
例
え
ば
夏
休
み

に
、
子
ど
も
た
ち
が
「
ど
う
や
っ
て
勉
強
を
し

よ
う
か
」
と
計
画
を
立
て
実
行
す
る
の
と
同
じ

よ
う
に
、
そ
の
実
行
の
さ
れ
方
は
市
民
一
人
ひ

と
り
に
強
い
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
単

に
机
上
の
も
の
で
終
わ
ら
せ
て
は
だ
め
で
す
。

行
政
は
、
や
る
気
を
示
し
、
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
。
一
方
市
民
は
、
そ
の
内
容
を
吟
味
し
、

ど
う
実
行
さ
れ
て
い
る
か
を
き
ち
ん
と
監
視
し

て
い
く
役
割
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

（1）①子育て中の短時間勤務制度及び②所定外労働（残業）の免除の義務化
 ★3歳までの子を養育する労働者が希望すれば利用できる短時間勤務制度（１日６時間）を設けることが事業主の義務

になります。
 ★3歳までの子を養育する労働者は、請求すれば所定外労働（残業）が免除されます。
（2）子の看護休暇制度の拡充
 休暇の取得可能日数が、小学校就学前の子が一人であれば年５日、２人以上であれば年１０日になります。
（3）父親の育児休業の取得促進
 ①パパ・ママ育休プラス（父母ともに育児休業を取得する場合の休業可能期間の延長）
 　母（父）だけでなく父（母）も育児休業を取得する場合、休業可能期間が１歳２か月に達するまで（２か月分は父（母）の

プラス分）に延長されます。
 　　※父の場合、育児休業期間の上限は１年間。母の場合、産後休業期間と育児休業期間を合わせて１年間
 ②出産後８週間以内の父親の育児休業取得の促進
 　配偶者の出産後８週間以内の期間内に、父親が育児休業を取得した場合には、特別な事情がなくても、再度の取得が

可能となります。
 ③労使協定による専業主婦（夫）除外規定の廃止
（4）介護休暇の新設
（5）法の実効性の確保
 ①苦情処理・紛争解決の援助及び調停の仕組みの創設
 ②勧告に従わない場合の公表制度及び報告を求めた場合に報告をせず、又は虚偽の報告をした者に対する過料の創設
施行日
　○改正法の施行日は、「平成22年６月30日」
　○ただし、（５）のうち、調停については、「平成22年４月１日」、その他については「平成21年９月30日」

詳しくは、東京労働局ホームページ  http://www.roudoukyoku.go.jpへ

対
等
な
関
係

　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
に
訪
れ
る
相
談

者
の
８
割
以
上
が
人
間
関
係
の
相
談
で
、
な

か
で
も
男
女
関
係
の
相
談
が
一
番
多
い
で
す
。

相
談
内
容
は
離
婚
、
浮
気
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
原
因
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
い
っ
て
い

な
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
三
十
年
で
夫

婦
も
親
子
も
対
等
の
関
係
が
求
め
ら
れ
る
時

代
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
多
く
の
人
が
、

ど
う
対
等
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
た
ら

よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
で
い
ま
す
。

い
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
例
え
ば
、
昭
夫
さ
ん
と
昭
子
さ
ん
ご
夫
婦

の
と
あ
る
休
日
の
様
子
か
ら
、「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
一
例
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
昭
夫
さ
ん
は
休
日
と
な
る
と
い
つ
も
ゴ
ロ

ゴ
ロ
し
て
い
る
の
で
、
昭
子
さ
ん
は
自
分
ば

か
り
が
家
事

や
雑
事
を
し

て
い
る
こ
と

に
イ
ラ
イ
ラ

が
募
り
、
つ

い
会
話
１
の

よ
う
に
口
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
お
互
い
が

こ
う
言
い
た
く
な
る
の
は
分
か
り
ま
す
が
、

こ
れ
で
は
お
互
い
に
三
つ
の
要
素
（
図
１
）

に
欠
け
て
い
て
、
二
人
の
関
係
が
悪
化
し
て

し
ま
う
リ
ス
ク
が
高
い
で
す
よ
ね
。

リ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ

　
そ
れ
で
は
、
次
の
よ
う
に
言
い
換
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
昭
子
さ
ん
は
、
ま
ず
昭
夫
さ
ん
が
な
ぜ
ゴ

ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
の
か
を
思
い
、
や
さ
し
い

言
葉
を
か
け
て
み
よ
う
と
考
え
、
一
方
、
昭

夫
さ
ん
の
方
で
も
昭
子
さ
ん
が
ど
う
し
て
そ

の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
た
の
か
、
何
を
望
ん

で
い
る
の
か
を
考
え
て
み
ま
す
。
昭
子
さ
ん

も
自
分
と
同
様
疲
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
、
何
か
手
伝
っ
て
欲
し
い
の
か
な
と
考
え

て
み
る
の
で
す
。
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
昭
夫

さ
ん
に
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
昭
子
さ
ん
の
状

況
は
同
じ
で
す
が
、
会
話
２
の
内
容
は
ぜ
ん

ぜ
ん
違
っ
て
い
ま
す
ね
。
お
互
い
が
ま
ず
相

手
の
現
状
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
受
け
容
れ
る
こ

と
が
大
切
な
の
で
す
。

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ

　
多
く
の
場
合
、
昭
子
さ
ん
の
よ
う
に
「
ど

う
し
て
私
ば
か
り
」
と
不
平
不
満
を
自
分
の

中
に
た
め
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
相
手
に

自
分
の
主
張
を
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
不
満
は
た
め
ず
、
は
っ
き
り
と

意
思
表
示
を
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
ま
ず

相
手
を
思
い
や
り
、「
疲
れ
て
い
る
の
？
」
と

現
状
を
受
け
容
れ
た
上
で
、「
悪
い
け
ど
、

○
○
を
手
伝
っ
て
も
ら
え
る
？
」
と
は
っ
き

り
と
分
か
り
や
す
く
言
う
こ
と
で
す
。 

人
は

頼
ら
れ
る
と
案
外
嬉
し
い
も
の
な
の
で
す
。

互
い
に
相
手
か
ら
必
要
と
さ
れ
て
い
る
存
在

だ
と
思
え
る
こ
と
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
関

係
を
末
永
く
円
満
に
保
つ
秘
訣
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

コ
ー
チ
ン
グ

　
今
は
「
そ
れ
ぞ
れ
が
違
っ
て
い
い
」
と
い

う
時
代
。
な
ん
で
も
自
分
と
同
じ
よ
う
に
相

手
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、
相
手
と
自
分
は

違
う
の
が
当
た
り
前
。
そ
の
違
い
を
受
け
容

れ
、
お
互
い
の
得
意
、
不
得
意
分
野
を
認
め

た
上
で
、
不
得
意
な
も
の
は
得
意
な
方
が
カ

バ
ー
す
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
互
い
の
役
割

分
担
を
決
め
る
の
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

環
境
づ
く
り

　
最
近
は
近
所
付
き
合
い
も
な
く
な
り
、
夫

婦
喧
嘩
を
仲
裁
し
て
く
れ
る
お
節
介
な
隣
人

も
い
ま
せ
ん
。
個
人
主
義
が
尊
重
さ
れ
煩
わ

し
さ
も
な
く
な
っ
た
反
面
、
自
ら
周
囲
に
心

を
開
け
ず
、
悩
み
を
一
人
で
抱
え
孤
独
に
陥

り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
信
頼
で
き
る
冷
静
な
第
三
者
に
相
談
で
き

る
環
境
を
作
る
こ
と
も
、
い
い
人
間
関
係
を

保
つ
の
に
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

坂田雅彦さん（昭島市在住）
坂田法務行政書士事務所　行政書士会立川支部理事
つ北小地区・いきいき楽習協議会 副会長
平成15～16年度　つつじが丘北小学校PTA会長

NPO 法人「ライブリー」理事長　カウンセリングルーム立川　主
任心理カウンセラー　坂田雅彦さんに、「いい人間関係」を保つた
めの秘訣を伺いました。

「お互いの違いや長所短所を認め合い、常に相手に感謝の気持ちを忘れな
いことが、人としての真の対等な関係を築けるのではないでしょうか。」

いい人間関係をつづけるための
コミュニケーション術

一人ひとりがいきいきと輝くために　～男女共同参画社会の実現に向けて～特集

ちょっと、いいはなし

アサーティブ
（相手の意見を
よく聞き、思って
いることを伝える）

リフレーミング
（ポジティブに
受けとめる）

いいコミュニケーションの
三大要素

　　昭子「いつも
ゴロゴロばかりして。
いい加減にしてよね」

昭夫
「うるせーな！」

昭子
「疲れているみたい
だけど、だい
　　じょうぶ？」

「うん。何か手伝って

欲しいことある？」

昭夫

コーチング
（相手の選択を
受け容れる）

図 1

会話 1

会話 2
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今年度新しく購入した本です。

男女共同参画ルーム「おあしす」

にあります。

童話の世界に賢いヒロインが登場!

『アリーテ姫の冒険』

ダイアナ・コールス作　ロス・アスクィス 絵
グループ　ウィメンズ・プレイス 訳

学陽書房　1989年12月

『「格差」の戦後史』

橋本健二 著
河出書房新社　2009年10月

原題”The Clever Princess”が意味するようにこの
物語の主人公は「賢いお姫さま」である。
本を読むのが大好きで、裁縫や絵を描くのも上手なア

リーテ姫は知識を備えた賢い女性へと成長した。姫が賢
いことを知り驚いた王さまは「まさかそんなはずはない。だ
がもしそうだとしたら嫁のもらいてがない」と頭を抱え、宝
石と交換し魔法使いと結婚させた。魔法使いは姫に三つ
の難題を次々与えるが、姫は持ち前の賢さと勇気で解決
する。物語には三回願いが叶う魔法の指輪が登場する
が、それを姫は難問を解決するためや逃げ出すためでは
なく、閉じ込められた地下室での生活を楽しむために使
う。
作品が生まれた背景として、子どもたちに広く読み継が
れている『シンデレラ姫』や『眠れる森の美女』などに登場
するお姫さま像にある。それは美しい姫が困難に陥ると、
若くハンサムな王子が現れ助け出してくれて、２人は結ば
れ幸せになるという筋書きのお姫さま像である。そのような
物語を読んで育った子どもたちには、自然と男女の在り
方・ジェンダーが刷り込まれ根づく。従来の童話の世界に
はない知恵を働かせ、勇気あるアリーテ姫が自力で問題
を解決する姿は、まさしく新たなる冒険物語の始まりであ
る。それがフェミニスト童話の一冊といわれているゆえん
であろう。
子どもから大人まで日々の暮らしで問題が生じた時、ど
のように対処し解決したらよいか、また生きていくために本
当に必要なものは何かを教えてくれる物語である。

格差の背後に潜む階級構造

　著者は「格差はけっして新しい問題ではなく、いつの時
代も存在し、経済状況や政策により変化するが、その背後
には階級構造という社会の骨格を認識せねばならない」と
主張する。日本の戦後を七つの時期に区分し、格差と階級
構造の歴史的変遷を象徴する事件や出来事で参照し、論
じている。その際には、『経済白書』『国民生活基礎調査』
など各種資料を駆使し検証している。
　貧しさからの出発である敗戦から、1950年は戦後改革
により格差は縮小したが、1950年代では経済復興に伴い
拡大する。1960年代は、高度経済成長とともに賃金格差は
縮小する。しかし、女性非正規雇用者の増加や後の格差
拡大の要因が形成されつつある。1970年代は「一億総中
流」の始まりで、農民層と小零細企業労働者以外の中規模
以上に従事する企業労働者は、貧困を脱する。1980年代
は格差拡大の始まりで、バブル期に雇用は拡大したが、非
正規雇用者が多く、女性のみならず男性も増加する。1990
年代には、企業倒産と雇用の喪失により格差拡大が本格
化する。2000年代になると非正規雇用が拡大し、その極端
な低賃金、家族形成と次世代の再生産の困難な階級が出
現する。その数約800万人、もはや少数者ではなく日本の階
級構造の主要な構成要素で、新しい階級社会が形成され
始める。
　本書の最後で著者は「格差について語ることは、政治に
ついて語ること」「さまざまな制度や政策がどのように格差
に影響するのか」「どのような制度や政策を選択すべきなの
か」と私たちに問いかけている。

̶階級社会 日本の履歴書̶
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れ
な
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一
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と
り

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
い
う
の
は
、「
一
人

ひ
と
り
が
輝
く
社
会
」
で
あ
り
、「
一
人
ひ
と
り
」

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
で
す
。
そ
の
「
一
人
ひ
と

り
」
を
考
え
る
と
き
に
、
自
分
と
同
じ
状
況
に

あ
る
人
だ
け
で
は
な
く
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な
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た
状
況
に
あ
る

「
一
人
ひ
と
り
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ど
れ
だ
け
具
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に
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す
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
大
事
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ょ
う
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
勉
強
を
し
た
り
、
本
や
メ

デ
ィ
ア
等
の
情
報
に
触
れ
た
り
、
街
に
出
て
い

ろ
い
ろ
な
人
と
触
れ
合
う
こ
と
が
大
事
で
す
。

そ
れ
は
、
私
が
大
学
で
教
え
て
い
て
も
強
く
思

う
こ
と
で
す
。
ご
く
身
近
な
人
の
こ
と
し
か
考

え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

参
加
と
参
画

　「
参
画
」
と
は
、
そ
の
場
に
た
だ
い
る
だ
け

で
は
な
く
、
方
針
を
決
定
し
た
り
、
物
事
を
決

め
る
と
き
に
重
要
な
影
響
力
を
持
っ
て
行
使
で

き
る
よ
う
な
在
り
方
を
示
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
が
参
加
し
て
い
る
様
々
な
活
動
に
お
い
て

も
、
女
性
が
「
参
加
」
を
し
て
い
て
も
、
意
思

決
定
・
方
針
決
定
に
は
力
を
あ
ま
り
強
く
及
ぼ

し
て
い
な
い
と
い
う
集
ま
り
が
た
く
さ
ん
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
い
ろ
い
ろ
な
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
（
少
数
派
）
の
人
が
２
割
は
い
な
い
と

そ
の
存
在
感
が
感
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
研
究
が

あ
り
ま
す
。
女
性
に
限
り
ま
せ
ん
が
、
少
数
派

が
２
割
に
な
る
と
目
立
っ
て
き
て
、
こ
の
人
た

ち
の
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
と
い
う
こ
と
に
な

る
そ
う
で
す
。
そ
し
て
実
質
的
な
影
響
力
を
持

つ
に
は
、
最
低
３
割
は
必
要
で
す
。

　
日
本
の
政
府
も
「
参
画
」
を
進
め
る
た
め
に
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
、
あ
ら
ゆ
る
場
に
女
性
の

参
画
、
リ
ー
ダ
ー
的
・
指
導
的
な
位
置
に
い
る

女
性
を
30
％
に
す
る
と
い
う
目
標
を
立
て
て
い

ま
す
。
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男
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共
同
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画
社
会
基
本
法
﹂

︵
１
９
９
９
年
︶
の
意
味

　
日
本
国
憲
法
は
す
ぐ
れ
た
憲
法
で
、
男
女
同

権
に
関
し
て
は
、「
女
性
が
性
に
よ
っ
て
差
別

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
実
際
に
は
女
性
に
と
っ
て
不
利
な
状
況
は

大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
認
識
さ

れ
、
理
念
は
あ
っ
て
も
現
実
が
変
わ
っ
て
い
な

い
日
本
社
会
を
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
で
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
が
、

１
９
９
９
年
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
の
前
文
に

は
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
は
、
21
世

紀
の
日
本
社
会
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
」
と
書

い
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
認
識
は
重
要
で
す
。

　
し
か
し
、
日
本
の
根
本
的
な
シ
ス
テ
ム
を
変

え
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
。
本

気
で
こ
れ
を
実
現
す
る
の
は
そ
れ
ほ
ど
楽
な
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大山七穂・国広陽子著　東海大学出版会
2010年4月　

　女性議員へのインタビュー調査やアンケー
ト調査に基づき、女性が抱える問題をジェン
ダーの視点で問い直した実証的な本。「女性
と政治」の実情についても政治参画や社会参
画との関りのなかで概説している。

『地域社会における女性と政治』

一人ひとりがいきいきと輝くために　～男女共同参画社会の実現に向けて～特集

一人ひとりがいきいきと輝くために
～男女共同参画社会の実現に向けて～
講師　国広　陽子さん（東京女子大学　現代教養学部　人間科学科教授）

男女共同参画講演会より

一人ひとりがいきいきと輝くためには、「男女共同参画」は理想ではなく、「当然のことである」
という視点が必要なのではないでしょうか・・・。

集
特



　昨年“King of Pop”マイケル・ジャクソン（Michael 
Joseph Jackson　1958年8月29日－2009年6月25日） 
が50歳の若さで永眠しました。彼のすぐれた音楽的才
能と歌唱力、ダンスパフォーマンスにどれだけ多くの人々
が魅了されたことでしょう。
　マイケルはアメリカという白人優位の国においてブラッ
ク・アメリカンとしての誇りを持ち、挑戦し続けました。彼の
音楽が人種間の差異を越えて、みんながひとつになるこ
との「心地よさ」を教えてくれました。愛と希望を私たちに
教えてくれました。
　音楽の世界でスーパースターであったマイケルは同時
に、彼の生涯を通じて、子どもたちの人権救済活動（す
べての子どもが愛される権利、守ら
れる権利、かけがえのない存在だ
と感じられる権利などの主張）を行
い、地球破壊に対する警戒を訴え
続けました。（彼はノーベル平和賞
に2度ノミネートされています。）
　しかしながら彼の純粋で一途な
思いとは裏腹に、彼の成功を妬む
人々、お金に群がる人々によって、
過去2回にわたって性的児童虐待の
容疑で裁判にかけられ、数々のゴシッ
プ報道にまみれ、辛い経験を強いられることとなってしま
いました。（実際のところ、皮膚が白く変化していったのは

白斑病のためでしたし、裁判では最終的にはすべての
容疑で無罪となりました。）
　2001年、英国オックスフォード大学にてマイケルは「家
族と愛」というテーマで特別講演を行いました。彼はス
ピーチの中で「過去のつらい記憶に邪魔されず、未来を
築きたいのです。お互いに許し合い、お互いに助け合
い、そして前へ進みましょう。」と語りかけています。
　マイケルが残したメッセージには弛まない努力、やさし
さ、謙虚さ、そして感謝の心であふれています。彼は男と
か女とか、白人だとか黒人だとか、大人とか子どもとかと
いう前に一人の人間として、大きな愛を持っていました。
　私たちも、一人ひとりが輝いて生きていける社会、互

いにその人権を尊重しつつ責任を分かち合
い、その個性と能力を十分に発揮することが
できる社会、いわゆる男女共同参画社会の実
現をめざして邁進していきたいものです。　
　最後にみなさん、心が渇いたときにはぜひ
マイケルのメッセージに触れてみてください。
きっとなんだかとても救われたような、やさしい
気持ちになれることでしょう。 Fujiko
 Your mind is powerful enough to 
help  you atta in  whatever  you 
want.
（強く願えば、思いは必ずかなえられる）

　by Michael Jackson
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コラム  どうなる？ 世界で最も輝いた人　～MICHAEL JACKSON～

ちょっと、いいはなし

★昭島駅

あいぽっく

ココ

朝日町
交差点

BK

光華小

至立川

男女共同参画ルーム（おあしす）
昭和町1ー6ー11（昭和町分室2F）

「男女共同参画ルームおあしす」

　平成14年３月16日に「男女共同参画ルームおあしす」がオープンしまし
た。ルーム内には、男女共同参画に関する図書コーナーの他、インター
ネットで情報収集できる情報コーナーが設置されています。
　利用できるのは、登録団体となります。（予約制）詳しくは、企画部企画
政策室（2373）までお問い合わせください。

場　　所 昭和町分室２階
利 用 日 月曜日から金曜日　
   （祝日・年末年始は除く）
利用時間 午前９時30分
 　 ～午後４時30分

　さまざまな悩みを抱えている女性のため
に、女性特有の問題を専門とするフェミニス
トカウンセラーが無料で相談にあたり、一緒
に問題解決の糸口を探します。相談内容に
よっては関係機関へ紹介もします。秘密は厳
守しますので、安心してご相談ください。
相談日 毎週水曜日午後１時～４時
 （祝日・年末年始は除く）
相談時間 一人50分まで
場　　所 市役所３階　応接室
相談方法 電話または面接
利用方法 予約制　TEL 544-5130

女性悩みごと相談
（予約制）

「世界で最も輝いた人 ～MICHAEL  JACKSON～」
男と女が共に歩むための情報誌 

2010.10

一人ひとりがいきいきと輝くために

いい人間関係を続けるためのコミュニケーション術
BOOK GUIDE

特集 

『アリーテ姫の冒険』
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『「格差」の戦後史』
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　 ～男女共同参画社会の実現に向けて～
　 　男女共同参画講演会より
男女共同参画プラン　市民意見交換会
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